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ご　挨　拶


このたび東アジア眼遺伝学会では、2026年2月12日（木）に The 1st Japan IRD Innovation Summit を開催いたします。本会は、2月13日（金）・14日（土）に開催される 第72回日本臨床視覚電気生理学会（JSCEV 2025） の関連学会として、その前日に日本科学未来館（東京都江東区）にて開催されます。大会長は 国立病院機構 東京医療センター の藤波 芳が務めます。本サミットは、遺伝性網膜ジストロフィ領域における、て治療の実現を共通の目標に掲げ、研究・治療開発・社会実装について、複数の業種が横断的に議論することを目的とした、日本初のイノベーションサミットです。

遺伝性網膜疾患（Inherited Retinal Diseases：IRD）は、日本において約6万人の患者さんが存在するとされ、進行性の視機能障害を来す疾患群として、長年にわたり有効な治療法が限られてきました。しかし近年、遺伝子補充治療、遺伝子編集・修飾治療、遺伝子導入治療、RNA治療、さらには、個別化薬物治療、細胞治療、人工視覚など、革新的な治療技術が急速に発展し、世界的には「治療が現実となる時代」へと大きな転換期を迎えています。

一方で、日本における医薬品・医療機器開発の遅れは依然として大きな社会的課題です。米国では2017年に承認された遺伝子治療薬 Luxturna™ （voretigene neparvovec）は、日本では 東京医療センターで実施された第3相治験を経て、2023年にようやく導入されました。これは日本における遺伝子治療実装の重要なマイルストーンである一方、国際的な治療アクセスの在り方や、治療導入プロセスについて改めて考える契機となった事例でもあります。

同時期には、神戸アイセンター病院および東京医療センターで実施された先進医療の成果を受け、IRDを対象とした 保険収載遺伝学的検査（PrismGuide™ IRDパネルシステム） が承認されました。これにより、日本においても診断から治療・治験へとつながる基盤は着実に整備されつつあります。現在、RPGR遺伝子を対象とした遺伝子補充治療（Botaretigene sparoparvovec）や、ABCA4網膜症に対する個別化薬物治療（Tinlarebant）などの第3相治験が国内で進行していますが、患者さんが実際に治療や治験にアクセスするまでの道のりには、多くの課題が残されています。

イノベーションとは、単に優れた技術やアイデアが存在することではなく、異なる立場の人々が交わり、刺激し合うことで新たな価値を生み出すプロセスです。医療分野には、研究者、臨床医、企業、行政、投資家、患者団体といった多様な担い手が存在しますが、それぞれが高い専門性を有していても、同じ場で率直に議論する機会は決して多くありません。2010年代後半以降、欧米では患者さんや社会におけるアンメットニーズを中心に据え、医療・研究・産業・行政・投資が一堂に会する「Innovation Summit」が広がり、特に難病分野において新規治療導入や開発加速の実績を上げてきました。こうした潮流は、難病領域における治療開発の在り方を大きく変えつつあり、日本およびアジアにおいても、同様の対話と共創の場が求められています。

本サミットは、こうした国際的潮流を受けた「アジア初の遺伝性網膜ジストロフィ領域に特化したイノベーションサミット」として企画されました。患者団体（網膜色素変性症協会、スターガルトコネクト）、大学、企業、医療機関、行政、キーオピニオンリーダーが一堂に会し、患者さんや社会が直面する課題を共有し、それぞれの立場から「革新」について率直に議論する場を提供することを目的としています。

プログラム構成

本サミットのプログラムは、大会長の藤波 芳と Innovation Advisor の Prof Michel Michaelides（University College London） により設計されました。Keynote Lecture では、Prof Hendrik Scholl（Belite Bio） を迎え、企業に所属する臨床医として治療実装の最前線から、Stargardt病を中心とした最新の治療開発と臨床応用についてご講演いただきます。

Program 1 では、「規制・承認・臨床試験」をテーマに、研究者、企業、規制当局の視点から議論を行います。医薬品医療機器総合機構（PMDA） や国内メガファーマのキーオピニオンリーダーを招き、日本における治療開発の現状や、治療実現に向けた企業・規制双方の取り組みや想いについてお伝えいただきます。

Program 2 では、「患者ニーズと社会実装」をテーマに、患者団体およびアカデミアの立場から議論を深めます。網膜色素変性協会（JRPS）、九州大学 のキーオピニオンリーダーを迎え、患者さんの実際のニーズ、診断から治療へと至る課題、社会実装を見据えたアカデミア発の治療開発の未来について議論します。

Program 3 では、「産学連携・投資・技術開発」に焦点を当て、国内スタートアップ企業や、スタートアップと二人三脚で治験・開発を進めるアカデミアをキーオピニオンリーダーとして迎えます。基礎研究の成果をどのように事業化・臨床応用へとつなげるのか、投資および技術開発の視点を交えた議論を行います。

さらに Short Presentation セッション では、製薬企業やバイオテクノロジー企業が、現在開発中のシーズや最新データを共有し、参加者との双方向的な意見交換を行う予定です。

本会は、特定の結論や解決策を提示する場ではありません。しかし、異なる視点が交わる対話の中からこそ、新たな連携や次の一歩が生まれると、私たちは信じています。本サミットが、日本、そしてアジアにおけるIRD治療・研究の未来を切り拓く起点となり、最終的には患者さんとご家族の希望につながることを、心より願っております。
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開　催　概　要

1.　 学会名称　　第1回　日本遺伝性網膜ジストロフィイノベーションサミット
The 1st Japan Inherited Retinal Dystrophy Innovation Summit
(The 1st Japan IRD innovation Summit)
　　　　　　　　公式ホームページ： https://www.eairds.org/1stjapan-ird-innovation-summit

2.　 会　　期　　2026年2月12日（木）

3.　 会　　場　　日本科学未来館
〒135-0064 東京都江東区青海2丁目3番6号　TEL : 03-3570-9151

4.　 会　　長　　藤波　芳
（東京医療センター　視覚生理学研究室　室長 / 東アジア眼遺伝学会　理事長）
　　　
5.　 主　　催　　日本臨床視覚電気生理学会、東京医療センター　視覚生理学研究室

6.　 参加人数　　200名
国内参加者：160名　／　海外参加者：40名

7.　 公用語　　英語・日本語




8.　 プログラム（予定）


	時間
	内容

	12:00
	開場

	12:00–12:05
	開会挨拶（大会長）：藤波 芳
（国立病院機構 東京医療センター／UCL Institute of Ophthalmology）

	12:05–12:10
	イノベーション・アドバイザー挨拶：Michel Michaelides
（UCL Institute of Ophthalmology／Moorfields Eye Hospital）

	12:10–12:20
	患者会代表挨拶：高野 弘樹（患者会発起人代表）

	12:20–13:00
	基調講演：Hendrik Scholl（Bascom Palmer Eye Institute／University of Miami）

	13:00–13:30
	企業によるショートプレゼンテーション①

	13:30–14:30
	プログラム1：規制・承認・臨床試験（研究者・企業・規制当局）／
稲垣 絵海（独立行政法人 医薬品医療機器総合機構）、吉岡 克郎（アステラス製薬株式会社）、他

	14:30–15:00
	企業によるショートプレゼンテーション②

	15:00–15:45
	プログラム2：患者ニーズと社会実装（患者・医師・現場スタッフ）／
神田 信（患者会代表）、藤波 芳（東京医療センター／UCL）、村上 祐介（九州大学）

	15:45–16:15
	産学連携・投資・技術開発（企業・投資家）／
堅田侑作（レストアビジョン/慶應義塾大学）、Fred Chen (Lion Eye Institute)

	16:15–16:25
	企業によるショートプレゼンテーション③

	16:25–16:30
	閉会挨拶

	16:30–17:00
	フリーネットワーキング

	17:00
	Stargardt’s Connected（患者会）




9．企業活動と医療機関等の関係の透明性ガイドラインについて
	各種共催申込に関しまして、日本製薬工業協会の「企業活動と医療機関等の関係の透明性
	ガイドライン」に基づき「共催企業様と医療機関及び医療関係者との関係の透明性に関する
	指針」に従い、学会等の会合開催にかかる費用を公開することについて了承いたします。

10．お問い合わせ先
The 1st Japan Inherited Retinal Dystrophy Innovation Summit 事務局
〒152-8902
東京都目黒区東が丘2-5-1
東京医療センター・臨床研究センター　視覚研究部　視覚生理学研究室
jscev2025_info@fujinamik.com
※運営事務局は在宅勤務を実施しております。
お問い合わせは、原則E-mailでお問い合わせいただきますようお願い致します。


11．収支予算　　　　　　　　　
（収入の部）　　
	項目
	単価
	数量
	金額
	小計

	1
	参加費
	
	
	
	¥4,600,000

	
	一般
	¥30,000
	30
	¥900,000
	

	
	企業関係者
	¥30,000
	30
	¥900,000
	

	
	患者・患者関係者
	¥0
	100
	¥0
	

	
	
	
	
	
	

	
	後期参加登録
	
	
	
	

	
	一般
	¥70,000
	20
	¥1,400,000
	

	
	企業関係者
	¥70,000
	20
	¥1,400,000
	

	
	患者・患者関係者
	¥0
	100
	¥0
	

	
	
	
	
	
	

	2
	共催費・出展料
	
	
	
	¥9,975,000

	
	Innovation Partner
	¥260,000
	10
	¥2,600,000
	

	
	ネームバッジ協賛
	¥150,000
	1
	¥150,000
	

	
	ランヤード協賛
	¥200,000
	1
	¥200,000
	

	
	コーヒーブレイク協賛
	¥200,000
	1
	¥200,000
	

	
	機械展示
	¥165,000
	4
	¥660,000
	

	
	書籍展示
	¥165,000
	1
	¥165,000
	

	
	
	
	
	
	

	3
	寄付金
	
	
	¥6,000,000
	¥6,000,000

	
	
	
	
	
	

	収入合計
	¥20,575,000







（支出の部）
	項目
	単価
	数量
	金額
	小計

	1
	会議準備費用
	
	
	
	¥10,135,000

	
	1.印刷・製作費
	
	1
	¥1,650,000
	

	
	2.広告宣伝費
	
	1
	¥1,130,000
	

	
	3.招聘関連費
	
	1
	¥6,700,000
	

	
	4.参加登録事務手数料
	
	1
	¥250,000
	

	
	5.通信費
	
	1
	¥200,000
	

	
	6.雑費
	
	1
	¥205,000
	

	
	
	
	
	
	

	2
	共催費・出展料
	
	
	
	¥10,440,000

	
	会場使用料・備品使用料
	
	1
	¥3,990,000
	

	
	オンラインシステム・準備・運用費
	
	1
	¥3,350,000
	

	
	当日運営費
	
	1
	¥3,100,000
	

	
	
	
	
	
	

	3
	運営事務局委託費
	
	
	¥0
	¥0

	
	
	
	
	
	

	支出合計
	¥20,575,000





共催セミナー募集要項
学会期間中に講演会場を用いて、「協賛セッション（共催セミナー）」を下記の要領にて開催いたします。
· 開催概要
（1） 参加人数	200名（予定）
（2） 開催場所	日本科学未来館　未来館ホール/カンファレンスルーム木星
（3） 開催日時	2026年2月12日（木）
（4） 会場形 式と費 用（消費税込）　　
	時間
	内容

	12:00
	開場

	12:00–12:05
	開会挨拶（大会長）：藤波 芳 （国立病院機構 東京医療センター／UCL Institute of Ophthalmology）

	12:05–12:10
	イノベーション・アドバイザー挨拶：Michel Michaelides （UCL Institute of Ophthalmology／Moorfields Eye Hospital）

	
	
	

	12:10–12:20
	患者会代表挨拶：高野 弘樹（患者会発起人代表）
	

	12:20–13:00
	基調講演
	

	13:00–13:30
	企業によるショートプレゼンテーション①
	

	13:30–14:30
	プログラム1：規制・承認・臨床試験（研究者・企業・規制当局）
	

	
	
	

	14:30–15:00
	企業によるショートプレゼンテーション②
	

	15:00–15:45
	プログラム2：患者ニーズと社会実装（患者・医師・現場スタッフ)
	

	
	
	

	15:45–16:15
	プログラム 3: 産学連携・投資・技術開発（企業・投資家）
	

	
	
	

	16:15–16:25
	企業によるショートプレゼンテーション③
	

	16:25–16:30
	閉会挨拶
	

	16:30–17:00
	フリーネットワーキング
	

	17:00
	Stargardt’s Connected（患者会）
	


※会場は収容人数100％の席数です。感染症や会場の都合により、今後席数は変更することがございますので、ご了承ください。
企業背景などを考慮して主催者側で決定致します。

· 共催費内訳
（1）協賛費に含まれるもの
· 協賛セッション会場費
· 基本運営機材一式
· 協賛企業 2名様分の参加登録費
· 動画広告掲載
※追加費用により、バナー広告から動画広告へのリンク追加が可能です。
 詳細につきましては事務局までお問い合わせください。
（2）協賛費に含まれないもの
· 協賛セッション参加者向け飲食
· 座長・演者への謝金、交通費、宿泊費
· 展示スペース（ブース）設置費用
※展示スペース（ブース）はオプション（追加料金）にて承ります。
設置可否、仕様、費用等の詳細につきましては、事務局までお問い合わせください。

· セミナー枠決定・注意事項
（1） 会場と開催日の割り振りの最終決定につきましては、主催者にご一任ください。
（2） 申込社が主催者の許可無くセミナー枠の全部または一部を第三者に譲渡、貸与、もしくは申込社同士において交換することはできません。

· 　キャンセルについて
申込後の取消しは、原則として受けかねます。ただし、やむを得ない理由で共催の取消しを希望される場合は、文書にて事情を説明し、主催者の承認を受けてください。

· 座長・演者・招聘関連費
座長・演者との通信（講演依頼・旅費・謝金・宿泊等）については、基本的に貴社に一任いたします。またセッションの内容や座長および演者の選出についても貴社に一任いたしますが、企画内容によっては、主催者より調整をお願いする場合がございます。予めご了承ください。

· セミナーちらし
The 1st IRD Innovation Summitの抄録集はPDFとなり貴社作成のセミナーちらしを掲載する予定です。
＊作成要項の詳細は、別途ご連絡いたします。

· お申し込み方法・お申し込み期限
申込書にご記入の上、メールにてご提出ください。
宛先　The 1st Japan Inherited Retinal Dystrophy Innovation Summit 事務局
eairds@gmail.com
申込締切日：2026年02月1日（日）
※座長、演者、演題名が未定の場合は、お申し込み後、決まり次第お知らせください。

· お申し込み後のスケジュール（予定）
・演者、演題調整、プログラム内容の確認	2026年2月上旬
・開催日時、会場の最終決定（決定後、ご案内させていただきます。）	2025年2月上旬
・セミナーちらし　提出締切	2025年2月上旬
・当日手配関係締切	2026年2月上旬

· 共催費のお支払い
共催費は申し込み後すぐにお振込みください。
請求書が必要な方はフォームにて記載ください。また、銀行発行の振込控をもって、当方の領収書に代えさせていただきます。

· お申し込み・お問い合わせ先 
The 1st Japan Inherited Retinal Dystrophy Innovation Summit 事務局
〒152-8902
東京都目黒区東が丘2-5-1
東京医療センター・臨床研究センター　視覚研究部　視覚生理学研究室
eairds@gmail.com


寄附金募集要項

· 募金の名称 
		第1回 日本遺伝性網膜ジストロフィイノベーションサミット
		The 1st Japan Inherited Retinal Dystrophy Innovation Summit
		(The 1st Japan IRD innovation Summit)

· 募金目標額 6,000,000 円

· 募金期間 2025年 2月 4日（水） ～ 2026年 2月12日（(木)）
※2026 年2 月以降のお申込は、プログラム・抄録集に企業名の掲載が出来ない場合がありますので、ご了承ください。

· 寄附金の使途 
第1回日本遺伝性網膜ジストロフィイノベーションサミット（The 1st Japan IRD innovation summit、
（The 1st Asian Seminar for Clinical Electrophysiology of Vision (1st ASCEV)）
の準備および運営経費

· 募金責任者 藤波　芳
（東京医療センター　視覚生理学研究室　室長／東アジア眼遺伝学会　理事長）

· 寄附金を必要とする理由
本会には約200名の参加者が見込まれていますが、会議の準備、運営に要する費用が不足することが明確な状況ですので、諸団体および諸企業の方々のご支援を仰がざるを得ないのが実状でございます。
つきましては、上記の趣旨をご理解いただき、何卒ご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

· お申し込み方法・お申し込み期限
申込書にご記入の上、メールにてご提出ください。
宛先　The 1st Japan Inherited Retinal Dystrophy Innovation Summit 事務局
（eairds@gmail.com）
申込締切日：2026年 2月14日（土）

なお、ご寄附をいただきました企業・団体様には、プログラム・抄録集への企業名・団体名の掲載を予定しておりますが、2026年2月以降にお申し込みをいただきました場合は企業名の掲載が対応出来ない場合がございますので、予めご了承ください。
※寄附金に対する免税措置はご用意しておりませんので、予めご了承ください。また、寄附金に対する請求書の発行は行っておりません。

■　　寄付金お振込
銀行名：三菱UFJ銀行
支店名：自由が丘支店（794）
口座種類：普通
口座番号：0340055
口座名義：一般社団法人 東アジア眼遺伝学会

· お申し込み・お問い合わせ先 
The 1st Japan Inherited Retinal Dystrophy Innovation Summit 事務局
〒152-8902
東京都目黒区東が丘2-5-1
東京医療センター・臨床研究センター　視覚研究部　視覚生理学研究室
eairds@gmail.com
※運営事務局は在宅勤務を実施しております。
お問い合わせは、原則E-mailでお問い合わせいただきますようお願い致します。
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